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中が新型で混乱する中、私たち自立生活センター・小平スタッフもコロナ対策 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

 

淺
あさ

川
かわ

 都
みやこ

 

 

皆様
みなさま

、新年度
し ん ね ん ど

にあたりひとことご挨拶
あいさつ

をさせていただきたいと思
おも

います。 

 

コロナ禍
か

になり丸
まる

三年
さんねん

が経
た

ちます。 

最初
さいしょ

は得体
え た い

の知
し

れないウィルスに恐
おそ

れていましたが、変
へん

異株
い か ぶ

を経
へ

て、このウィ

ルスとの付
つ

き合
あ

い方
かた

もだいぶわかってきました。 

 感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

で様々
さまざま

なお願
ねが

いをしてきました。 

 国
くに

としても 5月
がつ

から感染症
かんせんしょう

の位置
い ち

づけが下
さ

がることや、3月
がつ

からマスクの

着 用
ちゃくよう

が任意
に ん い

になることなど変
か

わってきています。 

事務所
じ む し ょ

としても今
いま

までお願
ねが

いしてきた感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

を見直
み な お

ししていくのか、こ

れまでと同
おな

じ対策
たいさく

をとっていくのかについて議論
ぎ ろ ん

が必要
ひつよう

なところです。 

この記事
き じ

が、皆様
みなさま

の目
め

に届
とど

く頃
ころ

には、結論
けつろん

が出
で

ていると思
おも

います。 

少
すこ

しずつ日 常
にちじょう

が戻
もど

ってくるといいと思
おも

います。 

 基本的
き ほ ん て き

な感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

をしっかり 行
おこな

って、正
ただ

しくこのウイルスと付
つ

き合
あ

って

行
い

きたいと思
おも

っています。 

 

 

新
し ん

年
ね ん

度
ど

のご挨
あ い

拶
さ つ
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土屋
つ ち や

雄
ゆ う

詩
じ

さんを偲
しの

んで 

竹島
たけしま

 けい子
こ

 

土
つち

屋
や

雄
ゆう

詩
じ

さんは 2022年
ねん

12月
がつ

17日
にち

に３６

年
ねん

の生
しょう

涯
がい

を閉
と

じられました。 

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

と土
つち

屋
や

さんと

の出
で

会
あ

いは国
こ く

立
り つ

精
せい

神
しん

神
しん

経
けい

研
けん

究
きゅう

センター病
びょう

院
いん

のリハビリ室
しつ

を通
とお

して、相
そう

談
だん

を受
う

けた事
こと

からです。ご本
ほん

人
にん

とご家
か

族
ぞく

、G
じー

M
えむ

、コーデ

ィネーターと面
めん

談
だん

し、自
じ

立
り つ

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な I
あい

L
える

P
ぴー

や宿
しゅく

泊
は く

体
たい

験
けん

を経
へ

て、土
つち

屋
や

さん本
ほん

人
にん

もぜひやりたいとのことで土
つち

屋
や

さんのペ

ースで自
じ

立
りつ

へと進
すす

んでいきました。個
こ

別
べつ

長
ちょう

期
き

I
あい

L
える

へのやる気
き

に満
み

ちた彼
かれ

の姿
し

勢
せい

に私
わたし

自
じ

身
しん

も応
おう

援
えん

したいと強
つよ

く感
かん

じた記
き

憶
おく

が今
いま

でも思
おも

い出
だ

します。杉
すぎ

並
なみ

区
く

で

24時
じ

間
かん

の介
かい

助
じょ

を受
う

ける生
せい

活
かつ

が始
はじ

まりましたが、その後
ご

、通
つう

院
いん

に便
べん

利
り

な小
こ

金
がね

井
い

市
し

に転
てん

居
きょ

し、自
じ

分
ぶん

らしい充
じゅう

実
じつ

した生
せい

活
かつ

が続
つづ

いていました。 

土
つち

屋
や

さんは、大人
お と な

しく優
やさ

しい方
かた

でしたが、芯
しん

が強
つよ

く自
じ

分
ぶん

の障
しょう

害
がい

を受
じゅ

容
よう

し今
いま

できることを楽
たの

しんでいらっしゃいました。色
いろ

々
いろ

なイベントにも参
さん

加
か

してくだ

さって、その中
なか

でも忘
ぼう

年
ねん

会
かい

でバンドを引
ひ

き連
つ

れ奥
おく

田
だ

民
たみ

生
お

の「ありがとう」を熱
ねっ

唱
しょう

している姿
すがた

や声
こえ

が忘
わす

れられません。色
いろ

々
いろ

な趣
しゅ

味
み

の中
なか

で私
わたし

とは絵
かい

画
が

や美
び

術
じゅつ

館
かん

の話
はなし

をよくしていました。金
かな

沢
ざわ

の 21世
せい

紀
き

美
び

術
じゅつ

館
かん

に行
い

きたいと言
い

っていまし

たが、体
たい

調
ちょう

が悪
あっ

化
か

し行
い

けなかったことが残
ざん

念
ねん

でなりません。 

その後
ご

、呼
こ

吸
きゅう

状
じょう

態
たい

が悪
わる

くなり鼻
はな

マスク型
がた

の呼
こ

吸
きゅう

器
き

では対
たい

応
おう

できなくなっ

た頃
ころ

、ずいぶん悩
なや

んだと思
おも

いますが気
き

管
かん

切
せっ

開
かい

をする決
けつ

断
だん

をし胃
い

ろうも作
つく

られま

した。声
こえ

も失
うしな

ったのですが、口
くち

パクで指
し

示
じ

を出
だ

し自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

や趣
しゅ

味
み

には積
せっ

極
きょく

的
てき

に向
む

き合
あ

っていました。 

胃
い

ろうになった当
とう

初
しょ

は、自
じ

分
ぶん

の食
た

べたいものを食
た

べられない状
じょう

態
たい

でした

が、少
すこ

しずつ自
じ

分
ぶん

の食
た

べたいものへの興
きょう

味
み

が戻
もど

り、たこ焼
や

きを食
た

べたり、ま

ぐろなども食
た

べたりできるようになりました。おやつではハッピーターンが食
た
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べやすくとても好
この

んでいましたので、ご当
とう

地
ち

のハッピーターンを探
さが

してプレゼ

ントした時
とき

は、とても喜
よろこ

んでもらえました。 

三
さん

年
ねん

ほど前
まえ

からは、体
からだ

の痛
いた

みや呼
こ

吸
きゅう

に対
たい

する不
ふ

安
あん

が強
つよ

く、外
がい

出
しゅつ

が難
むずか

しく

なり、自
じ

宅
たく

のベッドで過
す

ごす事
こと

が続
つづ

いていました。 

体
たい

調
ちょう

不
ふ

良
りょう

が続
つづ

いていた為
ため

、私
わたし

や関
かか

わるコーディネーターからは検
けん

査
さ

入
にゅう

院
いん

を勧
すす

めていましたが土
つち

屋
や

さんは入
にゅう

院
いん

を絶
ぜっ

対
たい

にしたくないという強
つよ

い意
い

思
し

があ

り、訪
ほう

問
もん

医
い

の東
とう

郷
ごう

先
せん

生
せい

もその気
き

持
も

ちを理
り

解
かい

してくださり、在
ざい

宅
たく

でやれることを

やりましょうと協
きょう

力
りょく

して頂
いただ

きました。12月
がつ

17日
にち

、自
じ

宅
たく

でご本
ほん

人
にん

の好
す

きなも

のに囲
かこ

まれ、介
かい

助
じょ

者
しゃ

に見
み

守
まも

られてのお別
わか

れとなり、悲
かな

しい事
こと

ではありますが、

最
さい

後
ご

まで自
じ

分
ぶん

の意
い

志
し

を貫
つらぬ

き自
じ

宅
たく

でという思
おも

いの強
つよ

さに、支
し

援
えん

した私
わたし

たちも土
つち

屋
や

さんの意
い

志
し

に寄
よ

り添
そ

えたと思
おも

っております。 

 

どうぞゆっくり休
やす

んでください。土
つち

屋
や

雄
ゆう

詩
じ

さんありがとうございました。 
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土
つち

屋
や

さんへ 

大庭
お お ば

 聖也
せ い や

 

お別
わか

れしてからあっという間
ま

に時
じ

間
かん

が過
す

ぎ、気
き

付
づ

けば外
そと

も徐
じょ

々
じょ

に暖
あたた

かくな

ってきましたね。 

今
いま

でも思
おも

い出
だ

すと胸
むね

がぐっと締
し

め付
つ

けられ、うまく表
ひょう

現
げん

できませんが、拙
つたな

いながら、土
つち

屋
や

さんとの思
おも

い出
で

と感
かん

謝
しゃ

を綴
つづ

らせていただきます。 

 

10年
ねん

前
まえ

、土
つち

屋
や

さんの自
じ

立
りつ

の募
ぼ

集
しゅう

がきっかけで介
かい

助
じょ

者
しゃ

として働
はたら

くこ

とになり、そこで出
で

会
あ

ったのが始
はじ

まり。自
じ

立
りつ

したばかりで不
ふ

安
あん

もあ

っただろうに、右
みぎ

も左
ひだり

もわからな

い私
わたし

に丁
てい

寧
ねい

に教
おし

えてくれたのが土
つち

屋
や

さんでしたね。当
とう

時
じ

の印
いん

象
しょう

は

「なんて壁
かべ

のある人
ひと

なんだ」と、

会
あ

ったばかりで土
つち

屋
や

さんという人
にん

間
げん

を理
り

解
かい

していないくせに、そん

なようなことを感
かん

じてしまった事
こと

を今
いま

でも鮮
せん

明
めい

に覚
おぼ

えています。 

それから会
かい

話
わ

や向
む

き合
あ

う機
き

会
かい

が

増
ふ

え、土
つち

屋
や

さんという人
にん

間
げん

が見
み

え

始
はじ

め、それが偽
いつわ

りではないことに気
き

付
づ

けたのは、もう少
すこ

し先
さき

のこと。 

それまで多
おお

くのことを他
た

人
にん

のせいにして生
い

きてきた私
わたし

には、理
り

解
かい

が追
お

い付
つ

かず、繕
つくろ

っているように見
み

えてしまっていたのですが、土
つち

屋
や

さんはそうでは

なく、逆
ぎゃく

に多
おお

くのことを自
じ

分
ぶん

の責
せき

任
にん

と捉
とら

えて考
かんが

えられる人
ひと

だったのです。 

物
もの

事
ごと

を自
じ

身
しん

の物
もの

差
さ

しで測
はか

り、壁
かべ

を作
つく

っていたのは私
わたし

の方
ほう

だったと気
き

づかせ

てくれました。 
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例
たと

え直
ちょく

接
せつ

的
てき

な関
かか

わりがなくとも、支
ささ

え合
あ

っていくことの大
たい

切
せつ

さを忘
わす

れず、

「皆
みな

さんも大
たい

変
へん

」、「後
あと

に自
じ

立
りつ

する人
ひと

の為
ため

になるなら」なんて言
い

っていた優
やさ

しい

土
つち

屋
や

さんの側
そば

で過
す

ごせたこと、誇
ほこ

りに思
おも

います。 

自
じ

立
りつ

を通
とお

して守
まも

りたいものがあった。意
い

外
がい

にもそんな男
おとこ

気
ぎ

ある部
ぶ

分
ぶん

も好
す

き

でした。 

 

自
じ

立
りつ

からちょうど 10年
ねん

。本
ほん

当
とう

にいろいろなことがあり、大
たい

変
へん

なこともたくさ

んあったと思
おも

いますが、「自
じ

立
りつ

してよかった」と言
い

ってくれて、介
かい

助
じょ

者
しゃ

とし

て、コーディネーターとして、私
わたし

がスタートする場
ば

面
めん

に、いつもそこにいて

くれて、支
ささ

えてくれて、本
ほん

当
とう

に感
かん

謝
しゃ

しています。 

 

頑
がん

張
ば

った分
ぶん

、今
いま

はゆっくり休
やす

んでくださいね。 

ありがとうございまし

た。 
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大渕
おおぶち

 由
ゆ

理子
り こ

 

今
こん

回
かい

I
あい

L
える

P
ぴー

をコロナ禍
か

という理由
りゆう

もあり、昨年
さくねん

同様
どうよう

リモートで 毎 週
まいしゅう

木曜日
もくようび

全
ぜん

9回
かい

の

開催
かいさい

となりました。 

受講生
じゅこうせい

は 3名
めい

、リーダー・サブリーダー・zoom
ず ー む

操作
そうさ

担当
たんとう

が当番制
とうばんせい

でしたが、毎回
まいかい

受講生
じゅこうせい

も予定
よてい

が合
あ

わず、全員
ぜんいん

揃
そろ

うことが 難
むずか

しく、少
すこ

し寂
さび

しいような感
かん

じでした。 

モニター越
ご

しだとなかなか空気感
くうきかん

や言葉
ことば

では言
い

い 表
あらわ

せませんが、相手
あいて

にきちんと伝
つた

わっ

ているか？どう感
かん

じてるのか？など、 私
わたし

には分
わか

かりにくい気
き

がします。 

対面
たいめん

であれば、コミュニケーションを取
と

りながら伝
つた

わってくるものが、あるのですが

…。 

難
むずか

しいところだなぁと感
かん

じますが、コロナがいつ 終 息
しゅうそく

？するかは分
わ

かりませんが、

対面
たいめん

でやれてた日々
ひ び

が懐
なつ

かしく思
おも

えます。 

早
はや

くその懐
なつ

かしさが戻
もど

ってきてほしいと願
ねが

っている今日
きょう

この頃
ごろ

です。 

  

2022年度
ね ん ど

長期
ち ょ う き

ＩＬＰ
あ い え る ぴ ー

を終
お

えて 

長
ちょう

期
き

I
あい

L
える

P
ぴー

の

集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

 

長
ちょう

期
き

I
あい

L
える

P
ぴー

の 

座
ざ

談
だん

会
かい

の様
よう

子
す
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新
あら

井
い

 ひかり 

 

 今
こん

回
かい

は、JIL
じ る

ユース ＆
あんど

ニューフェイスプロジェクトのオンラインイベントに講
こう

師
し

として

参
さん

加
か

した感
かん

想
そう

を書
か

きます。 

2023年
ねん

2月
がつ

15日
にち

と 2月
がつ

22日
にち

の 2日
か

間
かん

、JIL
じ る

ユース ＆
あんど

ニューフェイスプロジェクト主
しゅ

催
さい

のオンラインイベントに講
こう

師
し

として参
さん

加
か

しました。 

 まず、この場
ば

をお借
か

りして、JIL
じ る

ユース＆ニューフェイスプロジェクトの皆様
みなさま

にこのよう

な機
き

会
かい

をいただきありがとうございました。感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。 

 イベントの内
ない

容
よう

を少
すこ

しだけ書
か

きたいと思います。イベントは「様
さま

々
ざま

な差
さ

別
べつ

事
じ

例
れい

を知
し

ろ

う！」というテーマで開
かい

催
さい

されました。 私
わたし

は 重
ちょう

複
ふく

障
しょう

害
がい

で身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

と精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

が

あり、JIL
じ る

の精
せい

神
しん

プロジェクトに所
しょ

属
ぞく

しているため、JIL
じ る

のユース ＆
あんど

ニューフェイスプロジ

ェクトから声
こえ

をかけていただき、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

の事
じ

例
れい

や解
かい

決
けつ

するまでの対
たい

応
おう

について発
はっ

表
ぴょう

する機
き

会
かい

をいただきました。 

 当
とう

日
じつ

は講
こう

師
し

の方
かた

々
がた

として C
しー

I
あい

L
える

に所
しょ

属
ぞく

する若
わか

い世
せ

代
だい

の 障
しょう

害
がい

者
しゃ

職
しょく

員
いん

の方
かた

が、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

の事
じ

例
れい

やその時
とき

の自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちや解
かい

決
けつ

するまでの対
たい

応
おう

を発
はっ

表
ぴょう

しました。講
こう

師
し

の

方
かた

々
がた

が事
じ

例
れい

を発
はっ

表
ぴょう

した後
あと

、グループワークで 少
しょう

人
にん

数
ずう

に分
わ

かれて感
かん

想
そう

を話
はな

しました。自
じ

分
ぶん

だったらこのような行
こう

動
どう

をしたいといった提
てい

案
あん

があってとても 充
じゅう

実
じつ

していました。 

 今
こん

回
かい

、参
さん

加
か

させていただいた感
かん

想
そう

は、自
じ

分
ぶん

の 障
しょう

害
がい

を理
り

解
かい

して相
あい

手
て

に伝
つた

えることが大
たい

切
せつ

だと思
おも

いました。 C
しー

I
あい

L
える

で 働
はたら

き始
はじ

めた当
とう

初
しょ

は、自
じ

分
ぶん

の精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

を受
じゅ

容
よう

できずに相
あい

手
て

に伝
つた

えられませんでした。けれども、ピアカンや I
あい

L
える

P
ぴー

を通
とお

して 障
しょう

害
がい

がある自
じ

分
ぶん

を受
う

け入
い

れられるようになりました。 C
しー

I
あい

L
える

・小
こ

平
だいら

にカームダウンスペースの設
せっ

置
ち

の交
こう

渉
しょう

を

したことで合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

について 考
かんが

えるきっかけになって行
こう

動
どう

に移
うつ

せるようになりまし

た。 

 イベントに参
さん

加
か

して、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を振
ふ

り返
かえ

る良
よ

い機
き

会
かい

になりました。今
こん

後
ご

も合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

について自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えを深
ふか

めていきたいと思
おも

います。 

  

JIL
じ る

ユース＆ニューフェイスプロジェクトの 

オンラインイベントに参
さん

加
か

して 
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『繰
く

り返
かえ

される選択
せんたく

』                タナベアヤト 

 

選択
せんたく

を間違
まちが

えたことはない。 

私
わたし

が現世
げんせ

で言
い

った最後
さいご

の言葉
ことば

が脳裏
のうり

をよぎる。 

閻魔
えんま

大王
だいおう

だなんて、よくある空 想 上
くうそうじょう

の何
なに

かだと思
おも

って 

いたが、じゃあ、今
いま

自分
じぶん

が置
お

かれている 状 況
じょうきょう

 

はなんだと自問自答
じもんじとう

する。 

 

禍々
まがまが

しい空気
くうき

は喉
のど

が受
う

けつけず、登山
とざん

をしている気分
きぶん

 

にさせる。吐
は

く息
いき

は奇妙
きみょう

に臙脂
えんじ

色
いろ

をしている。 

辺
あた

りは何処
ど こ

を見
み

ても何
なに

も見
み

えない。暗
くら

いという概念
がいねん

で 

はない。ただ、死
し

という現実
げんじつ

だけで理性
りせい

を保
たも

つ 私
わたし

がい 

る。 

「二
ふた

つだ」 

閻魔
えんま

は唐突
とうとつ

に 喋
しゃべ

った。何
なに

がだと聞
き

き返
かえ

すと 私
わたし

が選
えら

べる 

来世
らいせ

の選択
せんたく

だと言
い

った。 

「 新
あたら

しい人生
じんせい

。それか、死
し

んだ日
ひ

からやり直せる人
じん

 

生
せい

。さあ選
えら

べ。」 

私
わたし

は即答
そくとう

で後者
こうしゃ

を選択
せんたく

した。 

閻魔
えんま

の 頷
うなず

きと共
とも

に、場面
ばめん

が現世
げんせ

に戻
もど

った。 

恋人
こいびと

が横断
おうだん

歩道
ほどう

を渡
わた

った先
さき

にいる。 

『選択
せんたく

を間違
まちが

えたことはない』 

私
わたし

は、そう言
い

いながら走
はし

り出
だ

した瞬 間
しゅんかん

にトラックに轢
ひ

 

かれた。 

左手
ひだりて

に握
にぎ

りしめた包 丁
ほうちょう

を、心肺
しんぱい

停止
ていし

の状 態
じょうたい

でも 私
わたし

は離
はな

 

さなかったそうだ。 
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瀧澤
たきざわ

 真沙
ま さ

志
し

 

私
わたし

は代々木駅
よ よ ぎ え き

近
ちか

くにある「 東 京
とうきょう

ジョブコーチ支援
しえん

センター」というところに 3年前
ねんまえ

の

秋
あき

に健
けん

常 者
じょうしゃ

職 員
しょくいん

2名
めい

を引
ひ

き連
つ

れ訪問
ほうもん

することがありました。全
ぜん

5回
かい

シリーズで、それに

ついて書
か

くのでどうぞお付
つ

き合
あ

い下さい。 

 

（１）ジョブコーチ訪問
ほうもん

 

ここを訪問
ほうもん

したのは、 私
わたし

にとって現在
げんざい

の C I L
しーあいえる

・小平
こだいら

は「 私
わたし

の 障 害
しょうがい

特性
とくせい

である高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

（記憶
きおく

障 害
しょうがい

、遂行
すいこう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、失語症
しつごしょう

、 感 情
かんじょう

と行動
こうどう

の 障 害
しょうがい

など）の

理解
りかい

やそれに対
たい

する具体的
ぐたいてき

な支援
しえん

やその手立
て だ

てが乏
とぼ

しく、長
なが

く安心
あんしん

して 働
はたら

ける 環 境
かんきょう

に

なるには・・。」と長年
ながねん

に渡
わた

り適切
てきせつ

な理解
りかい

が無
な

い1なか、これからも組織
そしき

に振
ふ

り回
まわ

されかね

ないと危機感
き き か ん

を感
かん

じ試行
しこう

錯誤
さくご

し動
うご

いてきたと云
い

う背景
はいけい

があります。 

 

ジョブコーチとは何
なに

か。 

では、それとジョブコーチがどう繋
つな

がるのか。そもそもジョブコーチとは何
なに

か。『 東 京
とうきょう

都
と

では、 障 害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こよう

・受
う

け入れや職場
しょくば

定 着
ていちゃく

を支援
しえん

する 東 京
とうきょう

ジョブコーチ支援
しえん

事業
じぎょう

』2と

いうものがあります。「職場
しょくば

適用
てきよう

援助者
えんじょしゃ

」とも呼
よ

ばれ、 障 害
しょうがい

者
しゃ

を雇
やと

っている企業
きぎょう

・

事業
じぎょう

所
しょ

、またそこに務
つと

めている 障 害
しょうがい

者
しゃ

本人
ほんにん

と面談
めんだん

等
とう

を重
かさ

ねて、 障 害
しょうがい

特性
とくせい

に合
あ

わせて

働
はたら

き易
やす

い 環 境
かんきょう

を 調 整
ちょうせい

・微調整
びちょうせい

してくれる人
ひと

のことです。 

 

1 1事業所
じぎょうしょ

として高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害者
しょうがいしゃ

の当事者
と う じ し ゃ

職 員
しょくいん

が感
かん

じる社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

はどんな場面
ば め ん

に起
お

こり得
う

るかに目
め

を向
む

けない様
さま

を指
さ

す。 障
しょう

がいの個人
こ じ ん

モデルを強
し

いる職 場
しょくば

環 境
かんきょう

を指
さ

す。 

2 厚労省
こうろうしょう

も同様
どうよう

の支援
し え ん

事業
じぎょう

を実施
じ っ し

しているがそれとは異
こと

なる都
と

の独自
ど く じ

事業
じぎょう

として「公
こう

財
ざい

 東 京
とうきょう

しごと

財団
ざいだん

」の委託
い た く

で 行
おこな

われているものを指
さ

す。

URL:https://www.shigotozaidan.or.jp/shkn/yourself_supporter/job_coach/ 

https://www.shigotozaidan.or.jp/shkn/yourself_supporter/job_coach/
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例
たと

えば、「 A
えい

さんは●●という 障 害
しょうがい

特性
とくせい

やご本人
ほんにん

が職場
しょくば

環 境
かんきょう

の●●に、つまずきを

感
かん

じている様
よう

なので、ご本人
ほんにん

の性格
せいかく

も考慮
こうりょ

しながら、一緒
いっしょ

に 働
はたら

く方
かた

は●●といった

工夫
くふう

や配慮
はいりょ

をすれば、 A
えい

さんがより安心
あんしん

して 働
はたら

ける 環 境
かんきょう

が作
つく

れるじゃないですか。」と

いったアドバイスをくれます。都
と

に在勤
ざいきん

していれば、【支援
しえん

を無料
むりょう

】で受
う

けられます。 

 ここを利用
りよう

することで、これからの 私
わたし

と団体
だんたい

双方
そうほう

にとって転機
てんき

となり得
う

ることだと

確信
かくしん

をもって、 私
わたし

はプロジェクトの立案
りつあん

から事務
じ む

所
しょ

に動
うご

きはじめました。そうした流
なが

れ

を経
へ

て冒頭
ぼうとう

に書
か

いた訪問
ほうもん

へと繋
つな

がるのです。 

 次号
じごう

は、 私
わたし

が支援
しえん

依頼書
いらいしょ

に書
か

いたことについて、読
どく

者
しゃ

の方
かた

に 紹 介
しょうかい

できる様
よう

に現在
げんざい

そ

れについて書
か

き進
すす

めています。次号
じごう

までに間
ま

に合
あ

うか・・・乞
こ

うご期待
きたい

。 

 

東京しごと財団のホームページから パンフレットをご覧いただけます。 

興味のある方はぜひご覧ください。 
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しょう

 

 

こんにちは。今
こん

回
かい

は 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

校
こう

のことを書
か

きます。 

新
にい

潟
がた

県
けん

の特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の高
こう

等
とう

部
ぶ

を卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、4月
がつ

から埼
さい

玉
たま

県
けん

所
ところ

沢
ざわ

市
し

にある国
こく

立
りつ

職
しょく

業
ぎょう

リハビリテーションセンター（以
い

下
か

、 職
しょく

リハ）に 入
にゅう

所
しょ

して O
おー

A
えー

事
じ

務
む

科
か

で 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

を受
じゅ

講
こう

しました。 

訓
くん

練
れん

内
ない

容
よう

について少
すこ

し書
か

きたいと思います。最
さい

初
しょ

は、タイピングというパソコンのキー

ボードを見
み

ないで文
も

字
じ

を 入
にゅう

力
りょく

する練
れん

習
しゅう

から始
はじ

まりました。 私
わたし

は左
さ

右
ゆう

の指
ゆび

の動
うご

きが少
すこ

し遅
おそ

いので、3 か月
げつ

かかって 習
しゅう

得
とく

しました。けれども 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

を受
じゅ

講
こう

するうちに 10

分
ぷん

間
かん

で 650字
じ

を 入
にゅう

力
りょく

できるようになりました。 

 パソコンのキーボード 入
にゅう

力
りょく

練
れん

習
しゅう

が 1 か月
げつ

経
けい

過
か

した頃
ころ

、ワードを 学 習
がくしゅう

しました。特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の 情
じょう

報
ほう

の授
じゅ

業
ぎょう

ではパワーポイントの資
し

料
りょう

作
さく

成
せい

だけだったので、ワードと

エクセルを初
はじ

めて使いました。 職
しょく

リハの先
せん

生
せい

にはびっくりされました( 笑
わらい

) 

ワードでは、最
さい

初
しょ

の 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

は図
ず

形
けい

を使
つか

ったり、文
ぶん

章
しょう

作
さく

成
せい

をしたりしました。

職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

が進
すす

むと会
かい

社
しゃ

で使
つか

うお知
し

らせや請
せい

求
きゅう

書
しょ

などの作
さく

成
せい

をしました。  

ワードに慣
な

れると、エクセルの 表
ひょう

の作
さく

成
せい

から 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

が始
はじ

まりました。 表
ひょう

のデー

タからグラフを作
さく

成
せい

してピポットテーブルという見
み

やすい 表
ひょう

にしました。楽
たの

しかったこと

はエクセルの関
かん

数
すう

の 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

です。エクセルの関
かん

数
すう

は英
えい

語
ご

で書
か

かれていますが、 考
かんが

え
え

方
かた

は高
こう

校
こう

の数
すう

学
がく

に近
ちか

いと思
おも

いました。 私
わたし

が通
つう

学
がく

していた特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の高
こう

等
とう

部
ぶ

の

所
しょ

属
ぞく

したコースは、高
こう

校
こう

の数
すう

学
がく

Ⅱ
に

まで学
がく

習
しゅう

しました。 私
わたし

は数
すう

学
がく

が好
す

きだったのでエク

セルの関
かん

数
すう

はすぐに覚
おぼ

えることができました。エクセルで 難
むずか

しかったことは、エクセルの

マクロというボタン 1 つで必
ひつ

要
よう

なデータを自
じ

動
どう

で選
えら

べるように設
せっ

定
てい

する学
がく

習
しゅう

をしたこと

でした。設
せっ

定
てい

の方
ほう

法
ほう

が 難
むずか

しかったです。 

パワーポイントでは、見
み

やすい資
し

料
りょう

作
さく

成
せい

を目
もく

標
ひょう

に資
し

料
りょう

を作
さく

成
せい

する 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

を

受講
じゅこう

しました。 

新
あら

井
い

 ひかり 
 



1977 年 12 月 3 日 第 3 種郵便認可 毎月 18 回(1,2,3,5,6,7 の日)発行 2023 年 6 月 23 日発行 SSKP 通巻第 8163 号 

15 

日
にっ

商
しょう

簿
ぼ

記
き

の 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

では日
にっ

商
しょう

簿
ぼ

記
き

3 級
きゅう

の参
さん

考
こう

書
しょ

を使
つか

って、会
かい

計
けい

の基
き

礎
そ

の学
がく

習
しゅう

をしました。お金
かね

を項
こう

目
もく

ごとに分
わ

けて計
けい

算
さん

して、書
しょ

類
るい

にまとめました。 

また、 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

を受
じゅ

講
こう

中
ちゅう

に資
し

格
かく

を取
しゅ

得
とく

しました。日
にっ

商
しょう

P
ぴー

C
しー

検
けん

定
てい

のワード 3 級
きゅう

とエクセルの 3 級
きゅう

です。日
にっ

商
しょう

簿
ぼ

記
き

の試
し

験
けん

も受
じゅ

験
けん

しましたが、試
し

験
けん

時
じ

間
かん

が足
た

りなくて合
ごう

格
かく

できませんでした。 

今
いま

でも仕
し

事
ごと

でピアカンと I
あい

L
える

P
ぴー

のお知
し

らせ作
さく

成
せい

や会
かい

計
けい

をすることがありますが、 職
しょく

リ

ハで学
まな

んだことが活
い

かせていると思
おも

います。 

生
せい

活
かつ

面
めん

は、 職
しょく

リハで 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

を受
じゅ

講
こう

しながら 障 害
しょうがい

福
ふく

祉
し

サービスの施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

支
し

援
えん

の制
せい

度
ど

を使
つか

って、 職
しょく

リハの 隣
となり

にある国立
こくりつ

障 害 者
しょうがいしゃ

リハビリテーションセンター（以
い

下
か

、国
こく

リハ）の 寮
りょう

で生活をしました。友
とも

達
だち

もできて、同
おな

じ部
へ

屋
や

の人
ひと

も優
やさ

しく接
せっ

してくだ

さいました。 週
しゅう

末
まつ

は 職
しょく

リハがお休
やす

みなので、友
とも

達
だち

から電
でん

車
しゃ

の乗
の

り方
かた

を教
おそ

わったり、カ

ラオケなどをしたりして楽
たの

しく過
す

ごしました。地
じ

元
もと

は 車
くるま

で移
い

動
どう

することが多
おお

いので、公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

を使
つか

うこともカラオケなどを楽
たの

しむことも、放
ほう

課
か

後
ご

に友
とも

達
だち

と遊
あそ

ぶことが 難
むずか

しくてできなかったです。 職
しょく

リハに 入
にゅう

所
しょ

して生
せい

活
かつ

の幅
はば

が広
ひろ

がったのでよかったです。 

 

 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

が進
すす

んだ 7月
がつ

頃
ごろ

から 就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

を始
はじ

めました。地
じ

元
もと

の新
にい

潟
がた

で 障
しょう

害
がい

者
しゃ

対
たい

象
しょう

の合
ごう

同
どう

企
き

業
ぎょう

面
めん

接
せつ

会
かい

に参
さん

加
か

しましたが、13社
しゃ

受
う

けて全
ぜん

部
ぶ

落
お

ちました。しかし、9月
がつ

頃
ごろ

に体
たい

調
ちょう

が悪
あっ

化
か

して国
こく

リハの 病
びょう

院
いん

の児
じ

童
どう

精
せい

神
しん

科
か

を受
じゅ

診
しん

しました。そこで P
ぴー

T
てぃー

S
えす

D
でぃー

（心
しん

的
てき

外
がい

傷
しょう

後
ご

ストレス 障
しょう

害
がい

）と診
しん

断
だん

されました。 就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

のドクターストップもあ

り精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

を受
じゅ

容
よう

できませんでしたが、服
ふく

薬
やく

を続
つづ

けて 就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

をしていました。東
とう

京
きょう

にある会
かい

社
しゃ

も何
なん

社
しゃ

か受
う

けましたが全
ぜん

部
ぶ

落
お

ちました。そんなある日
ひ

、ハローワークで自
じ

分
ぶん

で 1枚
まい

の 求
きゅう

人
じん

票
ひょう

を自
じ

分
ぶん

で見
み

つけて応
おう

募
ぼ

しました。採
さい

用
よう

していただいた 職
しょく

場
ば

が自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

です。 

1年
ねん

間
かん

あっという間
ま

の 職
しょく

リハでの 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

でしたが、 充
じゅう

実
じつ

して過
す

ごせました。 

（続
つづ

く） 
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佐
さ

々
さ

木
き

 真
ま

美
み

子
こ

 

みなさん初
はじ

めまして。介
かい

助
じょ

職
しょく

員
いん

の佐
さ

々
さ

木
き

真
ま

美
み

子
こ

です。この度
たび

、レインボープロジェク

トの一
いち

員
いん

になりました。初
はじ

めての通
つう

信
しん

投
とう

稿
こう

なので簡
かん

単
たん

に自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

させていただきま

す。 出
しゅっ

身
しん

は宮
みや

城
ぎ

県
けん

で、大
だい

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

に千
ち

葉
ば

で営
えい

業
ぎょう

の仕
し

事
ごと

を７年
ねん

半
はん

していました。元
もと

々
もと

福
ふく

祉
し

関
かん

係
けい

の仕
し

事
ごと

にも 興
きょう

味
み

があり、転
てん

職
しょく

しようかな～と思
おも

っていた時
とき

に運
うん

よく拾
ひろ

ってい

ただき、なんだかんだで 入
にゅう

職
しょく

2年
ねん

半
はん

が経
た

ちました。介
かい

助
じょ

職
しょく

員
いん

としても、プロジェクトの

一
いち

員
いん

としてもまだまだ勉
べん

強
きょう

中
ちゅう

ですが、これからどうぞよろしくお願
ねが

いします。 

今
こん

回
かい

は、ドラマを 紹
しょう

介
かい

したいと思
おも

います。 

テレビ東
とう

京
きょう

系
けい

で昨
さく

年
ねん

放
ほう

送
そう

していたドラマ「きのう何
なに

食
た

べた？」です。よしながふみ先
せん

生
せい

のマンガ連
れん

載
さい

がドラマ化
か

されたものです。昨
さく

年
ねん

は劇
げき

場
じょう

版
ばん

も公
こう

開
かい

されました。 

ドラマの内
ない

容
よう

は、シロさん（ 筧
かけい

史
し

朗
ろう

）とケンジ（矢
や

吹
ぶき

賢
けん

二
じ

）のゲイカップルの日
にち

常
じょう

を描
えが

いたもので、シロさんの 料
りょう

理
り

シーンが多
おお

くあり毎
まい

回
かい

美
お

味
い

しそうなご飯
はん

がでてきま

す。深
しん

夜
や

に放
ほう

送
そう

されていましたが、観
み

るとお腹
なか

が空
す

いてきます。ドラマでは、二人
ふたり

の日
にち

常
じょう

のやり取
と

りや、それぞれの 職
しょく

場
ば

での 周
しゅう

囲
い

の人
ひと

との関
かん

係
けい

性
せい

（シロさんはゲイを隠
かく

して
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いる、ケンジは隠
かく

していない）やゲイ仲
なか

間
ま

の 話
はなし

、実
じっ

家
か

の親
おや

との関
かか

わり（同
どう

性
せい

愛
あい

者
しゃ

の息子
むすこ

とどう向
む

き合
あ

うかの親
おや

目
め

線
せん

）も描
えが

かれます。 

印
いん

象
しょう

的
てき

なシーンは、ゲイをオープンにしているケンジが、オープンにしていないシロさ

んのことを 職
しょく

場
ば

でべらべらと 喋
しゃべ

ってしまい、シロさんとけんかになったところです。シ

ロさんが「自
じ

分
ぶん

は誰
だれ

かに自
じ

分
ぶん

がゲイだと知
し

られることは嫌
いや

なんだ」と激
げき

怒
ど

した際
さい

に、ケン

ジが「店
みせ

のみんなや他
た

の人
ひと

は自
じ

分
ぶん

の奥
おく

さんや子
こ

どもの 話
はなし

をするのに、なぜ自
じ

分
ぶん

は一
いっ

緒
しょ

に

住
す

んでいる人
ひと

の 話
はなし

を誰
だれ

にもできないんだ」と 涙
なみだ

ながらに言
い

います。※ 私
わたし

の記
き

憶
おく

が曖
あい

昧
まい

で一
いち

部
ぶ

ちがうかもしれないです。どちらの言
い

い分
ぶん

もわかるなあと思
おも

い、見
み

ていて少
すこ

し切
せつ

な

くなりました。他
ほか

にもシロさんのお母
かあ

さんが、ゲイの息子
むすこ

を理
り

解
かい

しようとするシーンな

ど、印
いん

象
しょう

的
てき

なものはたくさんあります。 

 

ゲイならではの問
もん

題
だい

もでてきますが、お互
たが

いの価
か

値
ち

観
かん

の違
ちが

いを受
う

け入
い

れつつ、一人
ひとり

の人
ひと

としてどう生
せい

活
かつ

していくかが描
えが

かれているように思
おも

います。ちなみにドラマで出
で

てきた好
す

きな 料
りょう

理
り

は、ミルクティーのアイス、ほうれん草
そう

が入
はい

ったラザニア、鮭
さけ

とごぼうの炊
た

き込
こ

みご飯
はん

です。レシピ本
ぼん

も発売されておりそちらも気
き

になっています！ 

「きのう何
なに

食
た

べた？」はアマゾンプライムやネットフリックスで観
み

られますので、よかった

ら観
み

てみてください！ 
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歩
あ る

いてきた道
み ち

    

これから行
い

く道
み ち

    
自分
じぶん

が今
いま

どうなっているか、周
まわ

りに教
おし

えてもらえる人になりたいと、以前
いぜん

ここに書
か

いた

ことがあります。 

余裕
よゆう

なくなってない？疲
つか

れた顔
かお

してる。あんまりいい雰囲気
ふ ん い き

じゃないよ。そんな、ちょっ

と言
い

いにくいネガティブなことも。加
くわ

えて、世
よ

の中
なか

には自分
じぶん

の知
し

らないことがまだまだたく

さんあって、そういうことも知
し

りたい、教
おし

えて欲
ほ

しいと思
おも

っています。 

まもなく生
う

まれて半世紀
はんせいき

となる 私
わたし

の場合
ばあい

、今
いま

身近
みぢか

にいてそれをしてくれる人
ひと

の大半
たいはん

は、自分
じぶん

よりも若
わか

い人
ひと

たちです。ものによってはただでさえ言
い

いにくいことも全部
ぜんぶ

、まして

年下
としした

の人
ひと

たちからも言
い

ってもらうには、「仕方
しかた

ない、教
おし

えてやってもいいぞ」と思
おも

ってもら

える雰囲気
ふ ん い き

が自分
じぶん

にあるか？そこに行
い

きつきます。 

そのために必要
ひつよう

なこと、今
いま

私
わたし

が一番
いちばん

「これかな」と思
おも

っていること、それは、『 私
わたし

に

教
おし

えてください』という姿勢
しせい

を示
しめ

すこと。です。 

私
わたし

がそれを 考
かんが

える時
とき

に思
おも

い浮
う

かぶ人
ひと

がいます。テニスプレーヤーの松岡
まつおか

修 造
しゅうぞう

さんで

す。 

２０年
ねん

近
ちか

く前
まえ

のテレビ番組
ばんぐみ

、 特 集
とくしゅう

されていたのは 卓 球
たっきゅう

の石川
いしかわ

佳
か

純
すみ

選手
せんしゅ

。彼女
かのじょ

を訪
たず

ね 話
はなし

の利
き

き役
やく

となっていたのが松岡
まつおか

さんでした。その中
なか

で、当時
とうじ

まだ 中 学 生
ちゅうがくせい

だった

彼女
かのじょ

を、松岡
まつおか

さんは「佳
か

純
すみ

さん」と呼
よ

び、終始
しゅうし

敬語
けいご

で話
はな

していました。お二人
ふたり

には２０

歳
さい

以上
いじょう

の年齢差
ねんれいさ

があります。彼女
かのじょ

を「佳
か

純
すみ

ちゃん」と呼
よ

び、いわゆるタメ語
ご

で話
はな

すと

想像
そうぞう

していた 私
わたし

にとっては、こうして今
いま

でも覚
おぼ

えているくらいの大
おお

きな 驚
おどろ

きでした。ア

スリートとして対等
たいとう

に、敬意
けいい

を持
も

って向
む

き合
あ

い、言葉
ことば

を引
ひ

き出
だ

そうとしていた。その時
とき

の

松岡
まつおか

さんの 姿
すがた

がまさに、『 私
わたし

に教
おし

えてください』だったのです。年齢
ねんれい

に関係
かんけい

なく、お互
たが

いの距離感
きょりかん

にふさわしい話
はな

し方
かた

をする。それが大事
だいじ

だと教
おし

えられました。 

この歳
とし

になっても、学
まな

ぶことが多
おお

いのは本当
ほんとう

にありがたいことです。この先
さき

も学
まな

ぶこと

ができるように、きちんとした自分
じぶん

でいれるように点検
てんけん

の繰
く

り返
かえ

しです。一番
いちばん

大事
だいじ

なのは

「出来
で き

ている」と思
おも

ってしまわないこと。聞
き

ける自分
じぶん

と言
い

ってもらえる自分
じぶん

でいられるよう

に。そしてみんなから色
いろ

んなことを教
おし

えてもらいながら、豊
ゆた

かに生
い

きていけたらいいな。

そんなことを思
おも

っています。 

岡
おか

村
むら

 千
ち

重
え

子
こ
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《 活
か つ

 動
ど う

 報
ほ う

 告
こ く

 》 

2022 年
ねん

 5 月
がつ

 
 

6 日
か

 ( 金
きん

 ) 職
しょく

員
いん

会
かい

議
ぎ

 

9 日
か

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

ピアカン（瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

） 

10 日
か

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P
ぴー

T
てぃー

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

）／全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

ピアカ

ン委
い

員
いん

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、新
あら

井
い

） 

12 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

 

14 日
か

 ( 土 ) 川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

（阿
あ

保
ぼ

） 

15 日
にち

 ( 日
にち

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

理
り

事
じ

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

） 

16 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

ピアカン（大
おお

渕
ぶち

、阿
あ

保
ぼ

） 

17 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

18 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（澤
さわ

田
だ

） 

19 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、阿
あ

保
ぼ

） 

23 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

総
そう

会
かい

（竹
たけ

島
しま

） 

24 日
か

 ( 火
か

 ) 自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

総
そう

会
かい

／ぴありす会
かい

議
ぎ

 

26 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

30 日
にち

 ( 月
げつ

 ) カンファレンス（淺
あさ

川
かわ

）／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

31 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

2022 年
ねん

 6 月
がつ

 
 

2 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

 

3 日
か

 ( 金
きん

 ) 職
しょく

員
いん

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

6 日
か

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（瀧
たき

澤
ざわ

、新
あら

井
い

） 
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7 日
か

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

9 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

 

13 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（淺
あさ

川
かわ

、瀧
たき

澤
ざわ

） 

14 日
か

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

16 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

18 日
にち

 ( 土
ど

 ) 小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

ワーキング（瀧
たき

澤
ざわ

）／川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

（阿
あ

保
ぼ

） 

20 日
か

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（阿
あ

保
ぼ

） 

21 日
にち

 ( 火
か

 ) マネージャー会
かい

議
ぎ

／組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

／個
こ

別
べつ

ピアカン（大
おお

渕
ぶち

、阿
あ

保
ぼ

） 

22 日
にち

 ( 水
すい

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

セミナー 

23 日
にち

 ( 木
もく

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

セミナー 

24 日
か

 ( 金
きん

 ) チームリーダー会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

セン

ター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

役
やく

員
いん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

25 日
にち

 ( 土
ど

 ) C
しー

I
あい

L
える

 HOPE
ほ ー ぷ

 SAGA
さ が

 自
じ

立
りつ

講
こう

演
えん

会
かい

（阿
あ

保
ぼ

） 

27 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 宿
しゅく

泊
はく

体
たい

験
けん

対
たい

応
おう

（淺
あさ

川
かわ

） 

28 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（竹
たけ

島
しま

、阿
あ

保
ぼ

）／全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

ピアカン委
い

員
いん

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、新
あら

井
い

） 

29 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（竹
たけ

島
しま

、瀧
たき

澤
ざわ

）／小
こ

金
がね

井
い

市
し

役
やく

所
しょ

交
こう

渉
しょう

（澤
さわ

田
だ

） 

30 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（瀧
たき

澤
ざわ

）／ 宿
しゅく

泊
はく

体
たい

験
けん

対
たい

応
おう

（淺
あさ

川
かわ

） 

2022 年
ねん

 7 月
がつ

 
 

4 日
か

 ( 月
げつ

 ) 長
ちょう

期
き

I
あい

L
える

P
ぴー

①／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

5 日
か

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 
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7 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

／当
とう

事
じ

者
しゃ

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

、竹
たけ

島
しま

） 

8 日
か

 ( 金
きん

 ) 職
しょく

員
いん

会
かい

議
ぎ

 

11 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

組
そ

織
しき

体
たい

制
せい

、広
こう

報
ほう

W G
ワーキング

（淺
あさ

川
かわ

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

12 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

）、東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

学
がく

習
しゅう

会
かい

（澤
さわ

田
だ

） 

13 日
にち

 ( 水
すい

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

ピアカン委
い

員
いん

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、新
あら

井
い

） 

14 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

 

15 日
にち

 ( 金
きん

 ) コロナ P
ぴー

T
てぃー

 

16 日
にち

 ( 土
ど

 ) 川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

（阿
あ

保
ぼ

） 

17 日
にち

 ( 日
にち

 ) 長
ちょう

期
き

I
あい

L
える

P
ぴー

② 

19 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／チームリーダー会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

）／個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（澤
さわ

田
だ

） 

20 日
か

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

、竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

） 

21 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

／全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

介
かい

助
じょ

サービス委
い

員
いん

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

）／個
こ

別
べつ

ピアカン（大
おお

渕
ぶち

、阿
あ

保
ぼ

） 

24 日
か

 ( 日
にち

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

東
とう

京
きょう

都
と

支
し

部
ぶ

定
てい

例
れい

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

）／全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

業
ぎょう

務
む

執
しっ

行
こう

理
り

事
じ

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

） 

25 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

I
あい

L
える

P
ぴー

（淺
あさ

川
かわ

、瀧
たき

澤
ざわ

） 

26 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

27 日
にち

 ( 水
すい

 ) 小
こ

平
だいら

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

団
だん

体
たい

連
れん

絡
らく

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

28 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
あい

L
える

P
ぴー

会
かい

議
ぎ

 

31 日
にち

 ( 日
にち

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

介
かい

護
ご

保
ほ

障
しょう

W G
ワーキング

、ピアサポート W G
ワーキング

（淺
あさ

川
かわ

） 
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 みなさん、こんにちは。今年
ことし

も始
はじ

まって、はや数ヶ月
すうかげつ

たちましたね。 

あらたなことにチャレンジしている方
かた

やこれからチャレンジする方
かた

、今
いま

の生活
せいかつ

を維
い

持
じ

する

方
かた

、さまざまいると思
おも

います。 

今年
ことし

もこの通信
つうしん

をみなさまにとどけていきたいとおもいたいと思
おも

います。 

私
わたし

は今年
ことし

こそダイエットにチャレンジしたいです。(いまさらっ💦) 

通
つう

信
しん

編
へん

集
しゅう

委
い

員
いん

：阿
あ

保
ぼ

弘
こう

平
へい

 

 

 

■自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

 地図
ち ず

 

  

編
へ ん

 集
し ゅ う

 後
こ う

 記
き
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障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

相談
そうだん

 

ピア・ 

カウンセリング 自立
じりつ

生活
せいかつ

 

プログラム 

介助
かいじょ

制度
せ い ど

、手当
て あ て

、 住 宅
じゅうたく

改造
かいぞう

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

などの制度
せ い ど

利用
り よ う

の

申請
しんせい

のサポート、生活
せいかつ

に関
かか

わるあらゆる相談
そうだん

 

・ 電話
で ん わ

相談
そうだん

：必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ず い じ

お受
う

けします 

・ 面接相談：月～金、１０時～１７時 

障 害 者
しょうがいしゃ

同士
ど う し

で 話
はなし

を聞
き

きあい、 

自分
じぶん

らしく生
い

きていくためのカウン

セリング（ 集 中
しゅうちゅう

講座
こ う ざ

など） 

生
せい

活 力
かつりょく

、社会性
しゃかいせい

を高
たか

めるプログラム（長期
ちょうき

プログラム、短期
た ん き

プログラ

ム、個別
こ べ つ

プログラム、単発
たんぱつ

プログラム） 

プログラムテーマ例
れい

 

… 障 害
しょうがい

って何
なに

？・介助
かいじょ

を頼
たの

もう（介助者
かいじょしゃ

との関係
かんけい

）・制度
せ い ど

学 習
がくしゅう

・フ

ィールドトリップ・お金
かね

の管理
か ん り

・調理
ちょうり

実 習
じっしゅう

   …など 

◇ 宿 泊
しゅくはく

体験
たいけん

 

民間
みんかん

のアパート（自立
じ り つ

生活
せいかつ

体験室
たいけんしつ

）に泊
と

まって、自立
じ り つ

生活
せいかつ

を体験
たいけん

す

るプログラム 

 

◇自立
じ り つ

生活
せいかつ

をめざすための 住 宅
じゅうたく

サービス 

アパート等
など

の 住 居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

 

 

◇広報誌
こうほうし

の発行
はっこう

 

制度
せ い ど

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

のノウハウに関
かん

する 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、 情 報
じょうほう

交換
こうかん
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 一般
いっぱん

の方
かた

 医療的
いりょうてき

ケアの必要
ひつよう

な方
かた

 

平日
へいじつ

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，６５０ ￥１，８８０ 

土日
ど に ち

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

夜
や

  勤
きん

（23時
じ

～7時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

各
かく

サービスを利用
り よ う

される方
かた

には、 協 力
きょうりょく

会費
か い ひ

を 頂
いただ

いております。 

入 会
にゅうかい

ご希望
ご き ぼ う

の方
かた

は、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

会費
か い ひ

：年額
ねんがく

4,200円
えん

(年度
ね ん ど

途中
とちゅう

から 入 会
にゅうかい

の場合
ば あ い

月額
げつがく

350円
えん

) 

近隣
きんりん

の 8市区
し く

にまたがって身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障 害 者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にサービスを 提 供
ていきょう

しています。 

（初
はじ

めてサービスを利用
り よ う

する場合
ば あ い

は、利用
り よ う

規約
き や く

等
とう

について事前
じ ぜ ん

に説明
せつめい

する場
ば

を設
もう

けさせていただきます。）  

ＩＬＰ
アイエルピー

、ピア・カウンセリング利用
り よ う

    ご相
そう

談
だん

ください。 

総合
そうごう

支援法
しえんほう

によるヘルパー利用
り よ う

      ご相
そう

談
だん

ください。 

２４時間
じ か ん

・３６５日
に ち

介助
か い じ ょ

派遣
は け ん

サービス 

《 編 集
へんしゅう

》  自立
じりつ

生活
せいかつ

センター･小平
こだいら

 

〒187-0003 東京都
とうきょうと

小平市
こだいらし

花
はな

小金井南町
こがねいみなみちょう

1-18-45-10-1Ｆ 

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335 

E-MAIL:cilkodaira3＠hotmail.com 

 

《発行所
はっこうじょ

》 障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

定期
ていき

刊行物
かんこうぶつ

協 会
きょうかい

 

世田谷区
せ た が や く

祖師谷
そ し が や

3-1-17 ヴェルドゥーラ祖師谷
そ し が や

102号室
ごうしつ

 

（定価
ていか

 100円
えん

） 


